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開 会 午後１時３０分

藤井本委員長

道事業に関する調査特別委員会を開会いたします。

本日、理事者の皆さん、また、委員の皆さん、ご参集いただきましてありがとうございま

城市の状況、そして、それに伴って今後の対策等、今日話合いをさせていただきますので、

どうぞよろしくお願いをいたします。

委員外議員さんのご紹介を申し上げます。手前からいきます。速水議員さん、奥本議員さ

ん、梨本議員さん、川村議員さん。

発言される場合、必ず挙手をいただき、指名をいたしますので、マイクのボタンを押して

からご起立いただき、必ずマイクを近づけてから発言されるようお願いをいたします。

すので、ご承知おきお願いをいたします。発言につきましては簡単明瞭にしていただき、会

議時間の短縮にご協力をお願いをいたします。

それでは、これより調査案件に移ります。

調査案件（１）水道事業に関することについてを議題といたします。

奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。

冊子が完成しましたので、本日、お手元に配付させていただきました。また後ほどご確認い

ただけたらと思います。よろしくお願いいたします。

ご報告させていただきます。

これ以降の説明につきましては担当課長よりさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。

藤井本委員長 松本課長。

松本水道課長 水道課の松本でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

状況について、資料２、奈良県及び広域水道企業団の状況について、資料３、今後に必要と

する企業団用水量についてとなっております。不足等はございませんでしょうか。

藤井本委員長 進めてください。

松本水道課長 ありがとうございます。
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ける渇水状況についてご説明申し上げます。

それでは、資料１をご覧ください。

まして段階的な渇水対策を実施しているところでございます。

主な実施状況は次のとおりとなっております。

令和８年２月14日土曜日から15日日曜日にかけまして、防災行政無線で節水の呼びかけ、

また、市ホームページにおいて節水の呼びかけを行っております。

次に、令和８年２月25日水曜日に公共施設、教育関連施設に対しまして、節水協力依頼及

びチラシの配布を行っております。

をしているところでございます。

続きまして、令和８年３月24日火曜日に、区長会役員会におきまして、３ポスターの掲示

及び広報誌へのチラシの折り込みについて節水協力依頼を行っております。

続いて、令和８年３月25日水曜日に、商工会に対しまして節水ポスターの配布を行ってお

るところでございます。

続きまして、令和８年４月１日水曜日に、広報４月号において節水ポスター及びチラシの

配布を行っておるところでございます。

続きまして、令和８年４月７日火曜日から、広報車による広報巡回を午前、午後、１日２

回、開始しているところでございます。

続きまして、令和８年４月28日火曜日に、区長会におきましてチラシの配布を行いまして、

節水の協力の依頼を行っておるところでございます。

定期的に開催しておりまして、奈良県及び奈良県広域水道企業団の現状、企業団水源ダムの

の用水取水状況について情報を共有するとともに、その他節水に対する事項につきまして協

議を行っております。

藤井本委員長 ただいま報告を受けました渇水状況であるということの、それに対する市民への節水

のお願いというようなのが主になったと思いますけども、ただいま報告を受けましたこのこ

とについての質疑を行います。

質疑ないですか。

西川委員。

西川委員 そしたら質疑させていただきますけど、渇水対策本部を設置されたのが３月12日でありま

して、そこから約１か月半ぐらい、２か月弱ぐらいたっているんですけども、その間、広報

でのチラシとか、もちろんそれはしていただいているし、広報車も回っていただいてるのは
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分かります。その効果ですよね。どんだけやっぱりあったんかというところ、この渇水対策

本部でどれだけ認識されているかというのと、ほんで、この周知する節水のお願いだけじゃ

なくて、例えばほかに何か対策を考えていることがあるのか。例えば、奈良県でしたら減圧

給水、減圧されているところとかもあると思うんですけど、その辺とかは考えられているの

かどうかというところも併せて聞かせていただきたいなと思います。

藤井本委員長 お答えください。

松本課長。

松本水道課長 水道課の松本でございます。よろしくお願いいたします。

今の呼びかけの効果という１点目の質問でございますけども、現状はそこまで効果という

のは出ておりません。その理由といたしましては、周期的に雨が降っておりまして、水不足

が解消したと思われていることが１つの原因じゃないかと考えております。しかしながら、

現在も大滝ダムというのは異常渇水状態でありまして、引き続き節水の呼びかけを行ってい

きたいと思っております。

２つ目のことなんですけども、減圧給水するかどうかという趣旨のご質問だったと思うん

水状況とか厳しくなってくれば、そういったことも含めて検討していく必要があると認識し

ております。ただ、水道事業者として安定給水を行っていくというのが務めであると思って

おりますので、引き続き安定給水を行ってまいりたいと思っております。

以上でございます。

藤井本委員長 西川委員。

西川委員 効果が出てないという話なんですけど、それってどういうふうにまず調べられてんのかと

いうとこもあるし、ほんで、効果を出してもらわんかったら、この後の多分資料でまた企業

団からの購入というところが出てくると思うんですけど、そこにも影響してくるんちゃうん

ですか。そんで、何で減圧給水を考えてないのかと。先ほど理由としては雨が降ったから、

市民さんの意識が別にそこまで高まってないんじゃないかって、それ、ほんまにそうなんか

なと思いますね。そんなん誰が言うてたんかなと。多分、自分で思われてるだけやと思うん

です。そやから、その効果、これ、ずっとやってくれたはるのはありがたいんですけど、効

果ないことをやってもしゃあないなということは、答弁をもう一回していただけたらなと思

いますけど。

藤井本委員長 松本課長。

松本水道課長 ご説明させていただきます。あまり効果がないという先ほど説明させていただいたん

ですけども、令和８年４月と令和７年４月の水道の使用料に関してなんですけども、約１％

は下がっているという状況で、節水ということで１％は下がっているということはご報告は

させていただきたいと思います。その中で、日常生活等で使用される水道使用料というのは

そこまで変化はないのかなというところは思っているところではございますけども、実績と

しては、去年と今年の４月を見比べると、１％下がっているというところでございます。

なお、広報巡回させていただいている４月７日以降のデータを見ますと、やはり若干では
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ございますけれども、使用料というのは減少しているというところではございます。

減圧しない理由といたしましては、先ほどと重複するところではあるんですけども、水道

ては減圧給水を行っていないというところでございます。よろしくお願いします。

藤井本委員長 奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。

先ほど２点目の減圧給水をしない理由という形でちょっと補足をさせていただきますけど

も、一応減圧をすることによって水道管の中の濁りが生じる可能性がある。それがまた濁り

が出ることによって、今度回復さすときには洗管作業等が必要になってくる。じゃあまた、

せっかくの水をほかさなあかんという可能性もありますので、その辺も踏まえて慎重に減圧

については考えているところでございます。

以上です。

藤井本委員長 西川委員。

西川委員 県も減圧給水、濁りがあるというところは、今までされたことがないかもしれないんです

けど、減圧給水はね。ほんまに非常時になったらそういうことをしていかんなんかもしれま

せんし、だから、そのときに一定のどこの基準で減圧給水するかというところもやっぱり決

めとかんとあかんのちゃうかなと思います。何のためにこの渇水対策本部というのをきっち

安価で、今まで潤沢にあるとやっぱり思ったはるんですよ。それが多分根の深い意識の中で

あるんで、ほんまに危機的な状況というところを考えていかなあかんのちゃうかなと思いま

すね。そやから、基準とかもきっちりと示すようにされたほうがいいんじゃないかなという

ふうに思います。

以上です。

藤井本委員長 質疑はほかにあると思いますので、質疑を続けます。

ほかにないですか。

杉本委員。

杉本委員 どう足らないんかということやと思うんです。今西川委員がおっしゃったみたいに、ポス

ターを貼っているだけやったらあんまりぴんとこないですよ。どう足らなくて、このままで

はこうやからというふうな試算というか、そういう計算ってあるんですかね。何が今どう足

こう雨が降ってへんからこんだけ足らないというのが、ポスターとかでもいっぱい書いても

らってるのはいいんですが、そこがぴんとこやんから、ただ単に水を使わないでくださいと

言ってもなかなか厳しいような気がするんですけどね。

藤井本委員長 奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。

どう足りないかというところなんですけども、４月に入ってから、この辺りにつきまして

は幸いなことに降雨がございまして、自己水の水源につきましては比較的回復傾向にはござ
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います。その中で、これから５月末から６月入ってきますとかんがい期に入ってくるという

ことがありますので、今まで取水できていた部分が取れなくなるよというところ、また、池

の水につきましても農業用水として取水されることもございますので、今いっぱいやから足

りていますという状況でもないというところと、あと、平岡系の配水池、これにつきまして

は自己水が入らない水系となっていますので、そこについては正味の今７％以上の減圧給水

がかかっているところですので、そこの部分の水量については足りないというとこら辺で、

そこら辺を踏まえて今検討というか、水量の確認をさせていただいているところでございま

す。

以上です。

藤井本委員長 杉本委員。

杉本委員 それを分かりやすく具体化できませんの。ポスターを見ても、節水をお願いしますって言

われてもぴんとこないじゃないですか。例えば、簡単に言ったら、去年よりこんだけ雨が降

ってないから、このままやったら水が使えなくなることはないんやろうけども、ご協力をお

願いしますという日ごとのデータでもええわけじゃないですか。そういうふうに訴えかけた

ら、１％という数字よりもっと効果的なんちゃうんかなと思うんですけども、そういうこと

はできないんですかね。あのポスター１枚で節水してくださいって、なかなかむずいような

気がするんですけど。

藤井本委員長 松本課長。

松本水道課長 水道課の松本でございます。

渇水対策本部会議におきまして、市民さんに不安を大きく与えないように、意識を強く持

つようにということで議論させていただいておりまして、いただいたご意見等、検討させて

いただきたいと思っております。よろしくお願いします。

以上です。

藤井本委員長 はい。

杉本委員。

杉本委員 お願いしてるんで、そういうふうにやっぱり具体的に、これぐらいご協力をお願いしたい

です。何％ぐらい下げていただきたいですでもいいと思うんです。今こんだけ足らないんで。

あるじゃないですか、日ごとに数字が出るみたいなん。でもいいと思うんで、その辺工夫し

ていただいたら多分変わると思うんで、お願いしときます。

藤井本委員長 ほかに質疑ないですか。

靏本委員。

靏本委員 よろしくお願いします。今の杉本委員の関連ではあるんですけども、どれぐらい足らない

かという具体的な数字としまして、自己水の貯水率、去年対、１年前と今の比率であったり、

そこら辺、数字で具体的に分かれば教えていただきたいというのと、この５月、６月、田植

に対しましての農業用水も使いますし、７月、８月になれば恐らく年の中でも一番水を使う

かと思うんですけども、その中で自己貯水率、県水との絡みもあるとは思うんですけども、

どれぐらいになったら危機やと、減水にするよとかいうそういう、メルクマールじゃないで
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すけども、判断基準みたいなんはあるんでしょうかね。お願いします。

藤井本委員長 松本課長。

松本水道課長 水道課の松本でございます。よろしくお願いいたします。

渇水対策本部会議におきまして、貯水率ということでは報告はしておりませんでして、各

ため池の推移ということで検討を進めているところでございます。おおむねため池の水位と

いうのは回復傾向ではあるんですけれども、今後かんがい期を迎えるであったりとか、夏場

を迎えるに当たって、今の降雨量では安心できないという状況でございます。

以上でございます。

（「去年との貯水率」の声あり）

松本水道課長 去年との貯水率という話ではあるんですけども、その辺、貯水率というデータでは今

持ち合わせておりませんので、検討して、出せるかどうかも含めてさせていただきたいと思

います。

藤井本委員長 質問回数があるから私のほうから言うけど、貯水率じゃなくて推移で渇水特別対策委

員会で話をしてるんやと。それは分かりました。でも、その推移であっても、去年はここま

でやったけども今年はこんだけ下がっているとか、そういう話はしてないんですか。そうい

あってとかそんなん言うてたら、何のためにやってるのか分からないじゃないですか。みん

なは真剣になって水を心配しているわけで。靏本議員、ごめんなさいね。そういうことを聞

いたはると思うんですよ。

いうのは分かるけども、じゃあ、去年と比べてどないなってんねん、どれぐらいになってん

ねん、ここは分からへんわけですわ。これをもう少し教えてください。

奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。

まず自己水の貯水率なんですけども、まず昨年につきましては、梅雨明け以降全然降って

いなかったという形なので、例えば竹内の上池であるとか、兵家水系の各池、これにつきま

してはほぼほぼ底が見えていたような状況というところまで追い込まれていました。４月に

入ってからにつきまして、うちのほうで渇水対策本部の中で、毎週毎週の池の推移を確認し

ている中で上限を確認しているというところでございます。

については、いろんな水系の水をあるところから取って、もし少なくなったらそこは温存さ

せてみたいな、そういうやり方をしていまして、あと、運用の仕方としては、各配水池があ

りますねんけども、その配水池の要は水位、上下するんですけども、そこの水位の上下の仕

方によって、危ない、危なくないというような判断を今はさせていただいているところでご

ざいます。

以上です。

藤井本委員長 靏本委員。
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靏本委員 ちなみに、その自己水のため池は目視ですか。何メーターとか、そういう基準的なあれで

はないんですか。

藤井本委員長 奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。

池の推移の見方なんですけども、具体的に推移が分かるところの池につきましては、中戸

新池だけが何メーターという形の水位計があるので、そのメーターでは測っておるんですけ

ども、それ以外の池につきましては余水吐、要はあふれるところから何枚ブロックが下がっ

ているという形の目視で確認をさせていただいています。

以上です。

藤井本委員長 いいですか。

靏本委員 はい。

藤井本委員長 ほかに。

福本委員。

福本委員 福本です。よろしくお願いします。

先ほど昨年比のところで、梅雨明けで雨がなかったというふうに言っていただいたんで、

それで底が見えるぐらいでしたというふうなことやったんですけれども、昨年の段階で梅雨

明ける前まではどんだけあって、梅雨明けてから底が見えていたんですよね。だから、今の

段階で渇水の状態になってきた上で、また、もし梅雨が雨少なかったってなったらもうない

わけというふうに考えれますよね。簡単に言ってしまったら、昨年の段階、梅雨明け前の段

階でどんだけあって、今との比率はどうなんでしょうというところを聞きたいなというふう

に思っております。よろしくお願いします。

藤井本委員長 奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。

昨年の梅雨明けの段階での具体的な水量というか貯水率のデータを持ち合わせてはおらな

いので一概には分からないんですけども、前任者から聞くところでは、梅雨明けまでは比較

的降っていた。しかしながら、梅雨明けてからなかなかずっと雨が少なかったというデータ

はございますけども、前年のところの今の同じような時期のデータを持ち合わせていないの

で、それの比較というのはなかなか今の段階ではできないところです。

以上です。

藤井本委員長 福本委員。

福本委員 やっぱり皆さん気になるのはデータのところやと思うんです。昨年の今の段階でこんだけ

雨が降って、今の段階やったら渇水対策せなあかんぐらいのものなので、今のデータ、来年

になったらまたどのデータに、同じ時期でどのデータ、これ、やっぱりちゃんと見とかない

と、ここで渇水のもっともっと減圧せなあかんとかって話、さっきも出ていましたけど、こ

このところもやっぱりしっかりデータで見ていかないと、これは仕方ない部分なのかなとい

うふうに思いますので、データの取り方、もう少しまた考えていただけたらなというふうに

思います。
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藤井本委員長 奥田部長。

奥田上下水道部長 昨年のデータなんですけども、うちの水道につきましては、各池の巡回を毎日し

ておりますので、その辺の日報はございますので、昨年のデータにつきましては整理させて

いただいて、次につなげさせていただきたいと思います。

以上です。

藤井本委員長 ほかに質疑ないですか。

西川委員。

西川委員 靏本議員のときの貯水率って、今は推移で見たはるというお話でしたけど、貯水率という

のは各それぞれため池で分かるんですか。過去からも、貯水率。というのは、例えば県のほ

うとかでもダムの貯水率とか、率で言いますやんか。ため池のほうとかは貯水率というのが

ないんですかね。その辺も教えていただきたいのと、それが減ったら、減圧給水もそうなん

ですけど、取水制限というんですか。今から農家は言うように、田んぼの水が要る時期にな

ってくるときに取水制限とか、そういうところも考えられるのか。だから、要は、言うてる

ようにどういう基準で今この段階段階で考えていかはるのかというの、それ、この渇水対策

本部でちゃんとそういうのが基準として設けてないんでしょうけど、それを設けたほうがえ

えと思うんですよ。

だから、その辺、まず取水率というのも教えてほしいですね。過去からもずっとなんです

けど、それ、分かるのかどうか。水位って言うたら、だって底が、結局、今しゅんせつとか

で、言うたら泥とかがたまっていったら、見た目で推移とかで上がってきても、どんだけた

まっているか分からへんじゃないですか、その推移だけで見てもね。その辺、教えてほしい

んです。

藤井本委員長 松本課長。

松本水道課長 水道課の松本でございます。

貯水率ということに関しましてはデータはございませんので、推移ということで今考えさ

せていただいているところでございます。どういった基準で取水制限等されるのかというご

質問だったかと思うんですけども、渇水対策本部会議のほうで議論させていただいて、どう

いった行動、活動をしていくかというのを決めさせていただきたいと思っております。

以上でございます。

（発言する者あり）

松本水道課長

ですけども、その実施手順に基づきまして、渇水状況に応じまして、１段階から４段階の渇

水状況に応じた活動を行っているというところでございます。

以上でございます。

藤井本委員長 西川委員。

西川委員 それ、設けたはるんですよね。ほんだら、それ、どの段階でって、貯水率とかなかったら

分からんのちゃうんですか。感覚でいきますねん、この段階、この段階でって言うてね。そ

れを言うてるんですよ。みんな多分そうやと思うんですけど。貯水率は測りようがないんで
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すか、これは。計算の出し方が分かりませんけど、貯水率というのが一番分かりやすいんち

ゃうかな思うんですけど。その辺というのは、これまで検討もされたことないということな

んですよね。

藤井本委員長 奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。

各池の貯水率となってきたときに、うちについては池の容量というのは分かっております

けども、具体的にこのブロックの高さになったら何％というとこら辺のデータの取り方をノ

ウハウとして持っていないので、現時点ではあくまでも余水吐から、要は満水時から何枚減

ったという形の運用の中で、渇水対策本部の中で報告をさせていただいている状況となって

います。

以上です。

藤井本委員長 ほかに。

杉本委員。

杉本委員 ずっと聞いてて、結局どれぐらいピンチなんですかね、今。回復してるだの、梅雨が来れ

ばとか、それはそれでええとしても、渇水状況やったとしても市民の皆様に節水をお願いす

るわけで、僕らもこれ、どれぐらいピンチやから皆で節水しましょうねって言わなあかんの

に、今のお話を全体的に聞いとったら、そんな頑張らんでええのってめっちゃ思うんですけ

ど、具体に、県とかやったらこのままやったら６月ピンチですとかはっきり言うてると思う

んですけども、どれぐらいのピンチなんですかね、今。ほんで、どうしていこうとしてるん

ですかね。

藤井本委員長 阿古市長。

阿古市長

２種類持っているというところなんです。県水のほうは、県のほうはどの状態だということ

は、ダムのほうの貯水率、うちのほうはブロックの枚数で実は読んでるんですよ。１枚が30

センチで、それが洪水吐から何枚見えているかによって池水がどの程度あるかというような

測り方を過去からやってます。

そして、県のほうは今現在どうなっているかといいますと、大滝ダムが約20％ちょっと超

えるぐらいになっています。この３週間の雨で大体３％ずつぐらいは回復しています。一時

期は５％まで追い込まれましたけども、それから３週間ほど３％ずつぐらい回復して、先週

は２％、１％ちょっとぐらいですかね、雨が少なかったですから。そのような状態で今現在

20％をちょっと超えるぐらいの段階まで回復しているんですけども、例年は大体50％から

60％やと、２月、３月あたりは、比率であると聞いておりますので。ですので、スタートの

段階で多分四、五十％減のところからスタートしています。

ですので、気候といいますかね、そのときの雨の状況がこれからどうなるかということが

実は一番大きな要因なんです。そして、それを懸念するわけで、スタートが低いですから、

今現在ダムの状況が低いですから、同じ状況でいったとしたら夏場ショートしますよという

話なんです。ですので、今現在、県のほうは７％の給水制限。吉野川の系統からは15％の取
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水制限がかけられていますので、大滝ダムとも含めて７％の給水制限を県水として全市町村

にかけているというところなんです。

ょっと高いめに要求はしているんですけども、水が足らなかったですから、要求はしている

んですけども、４月の要求数量に対して７％の減、そして５月については、４月と同じ水準

でいきますという話です。ですから、５月のこれから夏場に向かって水量というのは増えて

いくんですよ、必要な水量は。にもかかわらず、４月を基準として同じでいきたいと言うて

ますので、現実は７％ではなくて、５月では13％ちょっと超えるぐらいの給水制限がかけら

れているというところなんです。ですので、県水だけで言えば、自己水と県水半々とすれば、

今現在、全体として６％から７％の節水をお願いしないといけないという状況なんです。

工夫しておりますので、今現在はどのような形でしているかというと、県水の不足分のとこ

ろを、丸々県水に依存している平岡の配水池については余分に、こっち側の自己水で確保で

きている分を回しているというような形です。

ですので、今水系として非常に助かっているのは、竹内の浄水場の水系が非常に水が安定

しておりますので、そちらのほうの使う水を兵家浄水場のほうにくみ上げて、兵家・太田水

系の池水が減っていますから、その水をできるだけ使わないようにして、それで竹内のほう

をくみ上げて持っていって県水とでやっていると。そして、平岡については県水が減らされ

ますので、全体として減らされていますので、ですから、その分をこちらのほうから振り分

けて持っていっていると。そして、新庄浄水場については、中戸新池が一時使いませんでし

た。使わなくて池水の回復を図ったんです。そのときに若干水質の問題は出たんですけども、

新たな岩谷池のほうから南接合のほうに落として持ってきたりとか、各大字にいろいろお願

いしまして、それをカバーしてきたというところでございます。

ですので、もし天候が去年のような空梅雨でありますとか、その天候があれば、非常に水

なるか分かりませんので、ですので、ある程度最悪のレベルを考慮しながら、今節水への取

組もしくはそれへの対応をしているというところでございます。ですので、明日すぐに水が

出ませんよという形にはなりませんけども、可能性としては、夏、そのような状況に追い込

まれる可能性は、今後の雨の降り方によっては、奈良県全体がそのようになるという可能性

はあると考えておるところなんです。

実際には今13.何％の給水制限がかかっているんですけども、その辺を自己水でどのように

カバーしているのかというのが今の現状です。ただ、この自己水もこれからの雨の降り方に

よっては、もともとは農業用水を水道水として分けていただいておりますので、第一次的に

は農業用水として使用されると考えております。ですので、雨の状況によっては農業用水と

して、これが吉野川分水がありますんで上のほうの水の部分だけになるんですけども、それ
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によっては池水が減ってしまうという可能性を危惧しているところでございます。

あくまで今後の気候状況、気象状況によって、もし昨年と同じであるということも考えな

がら取り組んでいるというのが今の現状でございます。安定した水の供給をするということ

が、市民の皆様方への水道事業者としての第一次の使命だと考えておりますので、それを裏

切らないように頑張りたいと考えておるところでございます。

以上でございます。

藤井本委員長 杉本委員。

杉本委員 今の市長のお話は大体分かったんですけども、夏になったら危ないかもという話なんで、

やっぱり今の状況をもっと皆さんに分かりやすく示さんとあかんと思うんです。今のお話で

も、結局、どれ基準でしゃべってんのという答弁が返ってきてたから、皆さんうやむやとし

たと思うし、ポスター１枚で節水してくださいってなかなか無理があると思うんですけども、

今全然効果がなかったら８月にはこうなるよというお話も、僕、今初めて聞きましたし、皆

さんも知らんかったと思うんで、その辺の工夫、なったらまずいんで、お願いしときますね。

藤井本委員長 ほかに質疑ないですか。

谷原副委員長。

谷原副委員長 今阿古市長からの説明でちょっと分かりにくかったのでお尋ねしたいんですけれども、

県のほうの広域企業団からの受水が取水制限がかかっていて、平岡配水池から配水するとこ

ろが足らなくなってきているので、ほかの自己水でつくった水をそちらに回す形で補ってい

るというふうなことをおっしゃったと思うんです。特に竹内の上池ですか、安定的な水量が

ないというふうな感じで受け取れたんです。つまり、県水の原水分を補っているいうふうな

ことをおっしゃったので、実際補っているんだろうと思うんです。補っているということで

すから。だけど、それは十分あるということなのかどうか、そういう認識なのかどうか、そ

こがよく分からなかったので、もう一度お願いしたいのが１つです。

それからもう一つ、これは別ですけれども、平岡配水池のほうは、特に忍海地域ですね、

全て広域水道企業団の水を供給しているわけですけれども、この広域企業団は７％の給水制

をしているのかどうか。そのことについて伺います。

藤井本委員長 阿古市長。

阿古市長

ですので、県水に非常に、従前の７割３割という比率が、昨年の段階では約５割５割まで変

わってきておりますので、その状況の中で運用してきていたというところでございます。決

です。結局は、これがある一定の間隔で雨が降るという状況であれば、自己水の運用という

のは割合とできるのかなと考えておりますけども、先ほど申し上げたのは、全体として７％

の給水制限、５月ですと14％前後の給水制限がかかっております。ですので、全体の量を県

水は、例えば竹内の浄水場のところはどれぐらい日量トン数を県水入れていますよ、兵家は
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どれだけですよ、新庄はどれだけですよ、それから平岡はどれだけですよって振り分けてい

るんですよね。ただ、これを同じ割合で７％もしくは14％少なくしてしまいますと、平岡の

ほうが水が足らなくなります。ですので、こちらのほうの割当てを平岡のほうに載せている

というところで、全体の量として７％下げられているんですけども、自己水の調整をして、

足らないところに県水のを厚くしているという形です。

それから、あと何でしたっけ。

藤井本委員長 平岡地域のほうで減圧。

阿古市長 実は、減圧給水ができるのかできないのかということは、内部的に議論をしています。そ

山からこういう具合に落とすという、その部分で従前からやってきているんです。ですから、

位置エネルギーの感覚で、ずっとそれである種末端まで、部分部分で減圧をしながら持って

いってるんですけども、大本で減圧するというような仕組みにはなってないんですよね。で

すから、平たん部でしたらもともと水をどのぐらいの圧力で出しますかというので、ポンプ

ルギーを使って末端まで基本的には水圧調整をしていますので、ですから、減圧作業をする

ということが、平たん部にお持ちのような自治体のような減圧作業というのは、私はできな

いという具合に聞いております。

ですので、減圧の仕方についてどのような仕方ができるのかということは検討しておるん

ですけども、平たん部とは違うような形の水量調整か何がしでの減圧になるのかなとは思う

んですけども、その辺は、例えば圧力を100から90に落としますよとか、80に落としますよ

なという認識を持っております。ただ、本当にそこまで追い込まれたときにはどうするかと

いうような考察は進めております。そのときは何か特殊なやり方をするねんな。

（「一応、配水池の減圧弁、緊急遮断弁、そこの……」の声あり）

阿古市長 緊急遮断弁でいらういうねんな。そやから、非常に微妙な操作になると思うんですけども、

その辺も研究はしたいと思いますのやけども、今現在は減圧をしないで内部的に足らないエ

リアに、県水のウエートが100％のところは当然14％足りませんから、足らない分は違うと

ころからそっちへ持っていっているという作業の中で、今市民の皆様方に安定した水の供給

をさせていただいているというところなんです。

それで、節水のイメージとして、例えば、これは県が話してた話なんですけど、当初、マ

スコミ等で全国的にダムの貯水率がどうだとか、もしくは大川が水流れてないですとか、ニ

ュースが流れてたときに節水をお願い、当然奈良県もそのときが５％まで追い込まれていた

とこなんですけども、そのときには節水の効果はありましたと。ただ、今現在はといいます

と、もう平常時に戻ってますよと。ですので、これは大変だという認識を更に深めていって

いるというところであります。

やはり雨が適度に降っていたというのが大きいんじゃないかと言われてるんですけども、

大滝ダムの貯水率が今言うてるぐらいの３％なりずつしか上がってきてないというのが懸念
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です。それで、これから吉野川水系の水というのは農業用水として使うためにためられてい

る部分がかなりあります。ですので、これから雨の降り方次第によっては、大滝ダムの貯水

それとも逆に少なくなっていくのかというのが懸念材料です。

ですので、安全を見るというのが、水がなくなるということは大変なことになりますので、

けども、厳しい状況を覚悟した中での意識づけですとか渇水対策の考え方を持っているとい

うところでございます。

以上でございます。

藤井本委員長 谷原副委員長。

谷原副委員長 私が質問しましたのは自己水が十分かということだったんですが、これについてはや

っぱり渇水で大変な状況だと。つまり、県営水道の水を過去と比べて５対５というふうにお

っしゃるところもありましたけれども、それだけたくさん買っているということは、自己水

だけでは供給できない状況のある中で、現状、自己水と県水の調整をやるというふうなこと

るというふうに認識させていただきます。これは市民の方にもぜひ共有していただけなきゃ

いけない問題だと思いますので、質問をさせていただきました。

それからもう一つ、平岡のところで、減圧はかけてないという理解でよろしいということ

うからはそういう制限がかかっているけれどもということでした。

では給水制限がそもそも技術的にできないというふうに認識していいのかどうか。先ほどあ

ったように、高低差を利用していくのでなかなか技術的に難しいところがあるというふうな

か、そこだけ確認させていただきたいと思います。

藤井本委員長 奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。

先ほど市長の答弁にもございましたけども、うちの水道の水の配り方というのは、高いと

ころにある配水池から自然流下の中で水圧をかけた中で送水しているというところではござ

います。ただ、その中で、各配水池の横に設置されています、先日も地震がありましたけど

も、その際、止まる緊急遮断弁がございまして、そこの弁の開度を調整することで幾らかの

減圧効果というんですか、減圧することは技術的にはできるんじゃないかということは、メ

ーカーのほうからは確認をさせてもらっておりますので、今後、渇水に追い込まれたとき、

どうしても給水制限をしなければならないときにつきましては、そこの弁を絞ることによっ

て、ご不便をかけますけども、水の出が悪くなることがあるかもしれないということでござ

います。

以上です。
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谷原副委員長 結構です。

藤井本委員長 分かりました。

ほかにないですか。

総合的な話で、次に、奈良県の広域水道企業団の状況について進みますので、それを聞い

てからまた質問、そっちのほうが質問しやすいと思いますので、次進んでいいですか。

（「はい」の声あり）

藤井本委員長 それでは、次に、奈良県及び広域水道企業団の状況についての報告をお願いします。

松本課長。

松本水道課長 よろしくお願いいたします。

続きまして、資料２、奈良県及び広域水道企業団の状況についてご説明申し上げます。

それでは、資料２をご覧ください。

節水協力及び渇水対策本部の設置状況につきましては、令和８年３月５日木曜日に渇水対

策本部を設置され、第１回渇水対策本部会議を開催されております。

続きまして、令和８年３月25日水曜日におきまして、第２回渇水対策本部会議を開催され、

試験的な減圧給水の実施をされております。

続きまして、令和８年３月31日火曜日13時より、７％の給水制限を実施されております。

また、令和８年４月23日付、奈良県広域水道企業団事業部計画課長名で、５月についても

大滝ダムの貯水率が十分に回復していないことに加えまして、かんがい期に入ることから、

先ほど市長の答弁にもありましたように、実質今13.4％の給水制限となっているところでご

ざいます。

また、企業団水源ダムの紀の川水系の大滝ダムの貯水状況につきましては、資料では令和

８年５月７日木曜日午前８時の時点で21.5％となっており、本日の８時時点では22.9％とな

っているところでございます。

資料２、奈良県及び広域水道企業団の状況につきましての説明は以上でございます。よろ

しくお願いします。

藤井本委員長 ただいま奈良県及び広域水道企業団の状況について説明を受けました。

このことについての質疑を行います。

質疑ないですか。

谷原副委員長。

谷原副委員長 今のご説明でちょっと分かりにくいところがあるので、そのことについてお伺いしま

どういうことなのかということについて説明をお願いしたいんです。

ぐらいでしたか、県営水道の水を買うということで契約をして、年間当初予算を組んで、毎

月それが割り当てられていると思うんですが、この当初の契約していた数量から、この４月、



－16－

ということなのか。どこから減になるのかということを説明いただけたらと思います。

藤井本委員長 松本課長。

松本水道課長 水道課の松本でございます。

先ほどの谷原委員さんの質問に答えさせていただきます。

先ほど市長の答弁にもあったことではあるんですけども、年間で147万トンということで

企業団に申請はしているところではあるんですけども、それを割る12で市から３月で平均し

て受水をしているということではありませんでして、雨の状況と今までの経験から、４月に

ついては、例えば100としたら、この５月というのが大体107ぐらいで申込みをしているとい

う状況で、各月々で予定している計画量というのは違うということでご説明をさせていただ

きたいと思います。

そのような中でなんですけども、４月に対して100に対して７％制限ということで、93の

給水を受けているという状況でございます。その中で５月というのは100ではなくて、例え

ば107というところで考えておったところ、４月と同じ93というところで計算すると、数字

が正しいかは分からないんですけども、107から93というところを、そういう考え方で５月

に関しては実質13.4％という考え方になっているというところでございます。

以上でございます。

藤井本委員長 谷原副委員長。

谷原副委員長

するんだけれども、月々の予定計画水量があって、それが４月に合わせたものとして５月は、

本来たくさんもらわなければいけないのに、それが実は４月と同じ基準で減らされるために、

りがとうございます。

藤井本委員長 ほかに質疑ないですか。

西川委員。

西川委員 その13.何％というのは、大体何万トンになるんですかね。その減らされる分というのは。

藤井本委員長 把握している範囲で結構ですからお答えください。

松本課長。

松本水道課長 水道課の松本でございます。

月で言いますと、１万9,000トンほどの減ということになります。

以上でございます。

藤井本委員長 西川委員。

西川委員 月で言うと１万9,000トンなんですね。これが今まだずっと、取りあえずずっと続いてい

く予定、今まだ承認水量ちゅうか、それはいつがめどまでとかいう話はないんですかね。

藤井本委員長 松本課長。

松本水道課長 水道課の松本です。

いつまでという回答というのは、企業団のほうからは回答はありません。
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以上でございます。

藤井本委員長 西川委員。

西川委員 分かりました。そやから、考えてもやっぱり企業団の、向こうが７％制約かけてきてとい

うんやったら、それは従わなければ仕方がないことなんですけど、ただ、ずっと言うてるよ

うに自己水ですよね。結局そこをどんだけカバーしていくかというところにかかってくると

思いますんで、やっぱり節水であるとか、その辺も含めて、減圧給水のことも含めて検討し

ていかんなんのかなと。いつまで続くか。要は一蓮托生になってくるわけじゃないですか、

13.何％は、県が言うようにずっとやられるわけですんでね。そやから、その辺はしっかり

検討していかんなんのかなと思います。

藤井本委員長 ほかにないですか。

私のほうでお話しさせてもらいたいですけど、先週でしたか、私、この大滝ダム、そして

上の大迫ダム、津風呂湖、視察というか、個人的に行かせてもらったけども、やっぱり大滝

ダム、主となる大滝ダムね、かなり水位が低くなってますよね。先ほどどなたかの理事者側

の答弁にあったように、毎年だったら貯水率が50％ぐらいあるというのは誰かあったと思う

のやけど、今現在回復して20％ちょっとになっていると、そういうことですよね。

大滝ダムに行ったときもお話しされてたけども、向こうでも。今の危機的と言うてええん

か、節水をしなければならない渇水の状況というのは、基本的には、きちっと決まったわけ

じゃないけど30％ぐらい戻らないと、貯水率が30％以上ぐらいにならないと、このまま続く

と思われますというような、きちっとしたお答えじゃなかったけども、理解のしやすい、通

常は50％ぐらいの貯水率だと、今20％ぐらいになってんねんと、これが30％ぐらいに戻らな

いと今の状況が続くであろうというような予測的な、予報的な話をされていましたけど、か

なり厳しい状況やと思うんですよ。今の話を聞いてたら、ここにみんなの気持ちもあるよう

に、ここに左右されているわけですよね。ここが制限をかけてくるよってに、うちもそっち

を送らなあかんということになってくるわけですけども、市長の話にもあったように、雨の

今後の降り方によって変わるわけやけど。

今、大滝ダムは分かりやすいですよね。さっきも言うてくれはったように、５月７日でし

たら貯水率が21.5、今日現在が22.何％、ちょっと増えたと。回復傾向にありますよ。でも、

目安となる、あくまで目安となる30％超えというのはまだまだ時間がかかりそうにも思うん

ですけども、そこまでこういう状況が続くというふうに判断をしたらいいわけですか。県と

広域水道事業団との話合いの中で、どれだけの情報を持っておられるかということで質問を

させてもらってるんですけども。

阿古市長。

阿古市長 県のほうの状況から言いますと、いつになるか分かりませんと、解除になるのはいつにな

るか分かりませんという返事しかありません。というのは、それが全てやと思います。とい

うことは、雨の降り方によって変わるということなんです。先ほど委員長がおっしゃいまし

たように30％というのは最低限の話で、それぐらいあればまあまあ供給の分はいけるでしょ
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うという話なんですけども、それでは全く余裕は多分ないんやろうと思います。

それで、これはあくまでどういう認識でというか、どういう気持ちで対策本部をやってい

るかというところになるんですけども、通常ですとこれから田植が始まります。ですので、

農業用水として吉野川の水系の水というのはかなり使われます。ですので、大滝ダムだけで

はなくてほかのダムのほうに、農業用水として使われているところにかなり水がためられて

いるという認識を持っております。ですので、そちらのほうがこれから、今まで、今は試験

ては特に池水が農業用水として使っていただかないといけませんので、それによってまず１

つのハードルがあるのかなと考えておりまして、もう一つは梅雨の間の雨の降り方。それは

県が一番懸念しているところやろうなと思っております。

ですので、梅雨の雨の状況がたまるというような状況になってきて初めて、ある程度の水

位が必要以上の水位まで回復したとすれば解除になる可能性もあるのかなと。しかしながら、

これは全く分かりませんので、今現在は解除の時期というのは明確には聞いても答えられな

いと多分思います。もし仮に去年のような早く梅雨が明けるような状況があれば、今年は去

年以上の渇水になるという覚悟をしないといけないのかな。ですので、その辺を意識しなが

ら対策本部を運営しているというところでございます。あくまで、これはどうなるのかなと

いう推測の部分がありますけども、かなり厳しいことを考えながら対応をしているというの

が実情でございます。

以上でございます。

藤井本委員長 ありがとうございました。見ている限り、私の感想ですけど非常に厳しい状況である

なというのが私自身の認識であります。

ほかに質疑ないですか。

（「なし」の声あり）

藤井本委員長

たけども、続いて、今後に必要とする企業団用水量についてということで、今後どうするか

ということについての報告を願います。

松本課長。

松本水道課長 水道課の松本でございます。

それでは続きまして、資料３、今後に必要とする企業団用水量についてご説明申し上げま

す。

それでは、資料３をご覧ください。

用を行い、一般家庭への安定給水を図っているところではございますけども、近年の少雨傾

向から自己水が不足する可能性が高く、不足する水量を企業団からの用水供給により補完す

る必要がございます。例年であれば、不足する水量を企業団から用水供給量を増量し、年度

末に増額補正して対応しておりましたが、今年度におきましては、大滝ダムの貯水率が異常
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いただけない状況となっております。

以上のことから、給水制限に対しましても対応できるよう、できる水量をあらかじめ確保

しておく必要がございます。必要とする企業団用水量につきましては、当初予算水量の147

万トンのところを190万トンに43万トンの増量をお願いしたいと考えております。

なお、直近の議会におきまして補正予算を計上させていただきたいと考えているところで

ございます。

以上でございます。

藤井本委員長 ただいま報告を受けましたことについてですけども、具体的な予算の審査につきまし

ては予算特別委員会で行われることになりますが、その前提として確認等あれば質疑を行っ

ていただきたいと思います。次回の、これから行われるところで補正予算として上がります

よということで、補正予算のところでの審議になるわけですけども、その前提としての質疑

をお願いしたいと思います。割と踏み込んでもらって結構ですので、よろしくお願いします。

ないですか。

西川委員。

西川委員 そしたら、先ほどから聞いているのと、僕の中でちょっと矛盾をしているような形なんで

すね。今は県水が取水制限をかけているので自己水を利用していると。自己水が今後また足

らなくなったら、今度は県から買わなあかんという話やと思うんですけど、まずもってこの

43万トンの根拠も分からないですね。いろいろ先ほどからずっと説明があったんですけど、

その43万トンの、これ、補正予算のところか分からないですけど、どういうふうに出されて

るのかというとこと、一番最後の文言の、以上のことから給水制限に対しても対応できるっ

て、この給水制限というのは具体的にどういうことなんかなと。さっきから給水制限という

のは、減圧給水をするとか、節水のお願いをするとか、分からないですけど、この給水制限

に対しても対応できる水量をあらかじめ確保しておくという、そのために43万トンというそ

の意味が分からない。それを踏まえて43万トンで済んでるのか。その辺が意味合いがちょっ

と分からないです、この文言のね。その辺を教えていただきたい。

あともう一個が、企業団から買うときに、今までどおりの金額で買えるのかどうかですよ

ね。その辺も教えていただきたい。だって、さっきも一蓮托生言いましたけど、奈良県、企

業団としても出したくないわけじゃないですか、はっきり言うて、あんまりね。そやから、

値段もどういうふうな形で、今までどおりなのか、そうじゃないのかというところですね。

藤井本委員長 以上３点。

松本課長。

松本水道課長 水道課の松本でございます。よろしくお願いいたします。

43万トンの根拠といたしましては、昨年度までは自己水が不足する場合なんですけども、

奈良県広域水道企業団から用水供給を必要なときに必要な分だけ供給されていたというとこ

ろで、補正予算等でご対応をさせていただいていたんですけども、今年度についてはそうい

ったことができないという状況にございまして、そんな中ですけども、190万トンと43万ト

ンの増量ということの理由なんですけども、企業団のほうより近年の受水実績に即した数値
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で考えるように言われておりまして、令和８年度においても近年の少雨により、昨年と同程

度の企業団水の受水量が必要となることが想定されることから算出した受水量となっており

ます。

続きまして、給水制限に対しても対応できる水量をということになるんですけども、先ほ

ど説明と重複する部分があるんですけども、昨年度までは不足する分というものは、必要な

ときに供給いただけたというところではあるんですけども、この給水制限という状況下にお

いて……。

（「県が給水制限」の声あり）

松本水道課長 申し訳ありません。県が給水制限をするという状況下の中で、それに対応できるとい

うことの意味でございます。

今までどおりの金額で買えるのかどうかというところにおきましては、今までどおりの金

額というふうで聞いております。

以上でございます。

藤井本委員長 いいの。

松本水道課長 根拠なんですけども、申し訳ございません。企業団からの近年の受水量に即した形で

計算してくださいということになりまして、令和７年度の実績が約202万トン、令和６年度

については156万トンということで、近年の直近２か年度の平均を算出いたしまして、179万

トンというところがあります。そこで179万トンを必要なんですけども、７％の給水制限と

いうことがございますので、７％で割り戻すということになりますと、179万トンを……。

藤井本委員長 西川委員。

西川委員 分かりました。今までやったら、去年までやったら、ちょっと足らんかったら出してもら

っていましたけど、やっぱり県のほうもシビアになっていて、もうちょっと枠取りしといて

くれよという意味なんかなと。今ざっくり言うとそういうことなんですね。それは分かりま

した、ほんだら。供給単価もそのままで今のところいけるというところは安心しました。分

かりました。

以上です。

藤井本委員長 ほかに質疑ないですか。

靏本委員。

靏本委員

て、その中で腑に落ちないのが、まず根本的に自己水の貯水率、貯水量を具体的に数字で把

握できていない状況というのは異常やと思うんですよ。中戸新池は何メーターというのが分

かる。それ以外は瓦が30センチで、それ、分かるんですけども、やはりある程度数字という

のを把握した上で県水が何％というコントロール。普通の企業さんでもあると思うんです。

自分の自社のキャパが分からん、大体あんなもんやぐらいあるけども外注に出そうかとか、

れをきっちり把握できて、ある程度でも、すごい難しいことを言うてると思いますけども、

数字化をしていただきたいなと。それができれば、市民の方にも具体的な発信もできると思
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いますし、それを要望としてさせてもらいます。

以上です。

藤井本委員長

う把握できない状況にあるということやったね、貯水量が。でも、取水量は把握できている

んですか。

（「把握できてます」の声あり）

藤井本委員長 今、池、何か所かあるわけやけど、池の貯水量とか、貯水量が分からへんから貯水率

が分からない。でも、そのときに、ここは不足するけども、先ほど市長の話があったように

竹内は水が今あって、そっちから取水してんねんということで、取水量は各池ごとに分かる

と。ここのところ議事録に残したいんで、お答えいただけますか。

奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。

貯水量につきましては、この池は何トンの貯水量があるという全体の水量は当然把握はし

ておるんですけども、今の水位において、今の水位が何メーターで、それに対してパーセン

トを掛けて何立米そこへ残っているというとこら辺の計算が、今そういう詳細のデータがな

いので分からないという状況になっているというところでございまして、あと、各池からの

浄水場に対して取水する量、これについては当然流量計がついておりますので、それについ

ては把握できている状況でございます。

以上です。

藤井本委員長 分かりました。

ほかに。

谷原副委員長。

谷原副委員長 先ほど43万トン増量のことについて説明いただいて、それはそれとしてよく分かった

際、今お話があったように令和６年度は155万トンの実績、令和７年が202万トンの実績があ

って、その平均179万トンに対する７％で割り戻したという、そういう説明があったのでな

んですが、これは広域水道企業団との関係で当初の数量をそれだけ押さえなければならない

もんだったのかどうか。これがどういうことなのかというのが、この段になって突然非常に

大きな変更になってしまいますので、ここら辺、これまで補正補正でずっと対応されてきた

と思うんですけれども、この予算立ての当初の契約いうのは、こういう契約としてやって、

これまでこられたと思うんですけども、増量分は補正ということですけど、その考え方、ど

ういう考え方なのかお聞きしたいんです。

藤井本委員長 奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。

県と協議をさせていただくときに、当然必要水量という形で、うちについては過去の実績

等を踏まえた中で幾ら欲しいという形では協議はさせていただくんですけども、過去の受水

量から考えたときに、シャープさんが事業縮小されて以降で、過去に100万トンで県水が受
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水できてて、それで供給が賄えていた時期もあったりします。その中で、うちの中では127

万トンぐらいが、過去に減圧弁の事故があったりとかいうような問題があったりとか、そう

いう本来は要らない水の部分で多く買って、補正させてもらっていた部分があるというとこ

ろも踏まえた中で、うちのほうとしては147万トンという形の、一旦は水量は出させてはい

ただいたんですけども、その協議をさせてもらう中でどうしても、昨年からずっと県のほう

につきましても渇水状況が続いているというときに、年度末のほうから協議は進めさせては

もらっておったという状況で、当初予算のときには間に合わなかったんですけども、その中

では年度末から増量して、ちゃんと給水制限がかかっても枠として押さえれる量という形の

協議はさせていただいてたという状況でございます。

以上です。

藤井本委員長 阿古市長。

阿古市長 基本的には県の考え方が変わったというところなんです。従前でしたら、例えば足らなけ

ればそれ以降でお願いしてもらえてたんですけども、特に渇水という状況の中で、当初から、

そのような必要な水量を割り当ててくださいというような話に変わってきたというところな

んです。ですから、当初予算を組んだときには、この水量で、それでもし渇水になればお願

いして、令和７年度と同じようなやり方ができるのかなと考えておったところなんですけど

トンでしたので、それに必要な水量を割り当ててくださいという方針に変わってきたという

ところでございます。

以上でございます。

藤井本委員長 谷原副委員長。

谷原副委員長

て広域企業団から水を買う量がこの２年間、今年もということで増え続けているということ

であろうということが分かりました。これはこれとして対策を取らないと、非常に県営水道

水の水が高いですので、市民の方の負担にもなってくることもありますので、県の考え方が

そういう考え、渇水でなかったら当初の予定どおりで補正もなくいけるとこなんですけれど

も、そうは今なってない。この２年間、補正でまた増量。今度はまた県のほうのそういう考

え方もあって、年度途中で実績に応じてまた増量をしていかなきゃいけないということにな

っている。現実、こういうことをやっぱり理解しておく必要があるなと。今の渇水状況を危

機感を持って当たらなければいけないなというふうに思いました。

藤井本委員長 ほかに。

西川委員。

西川委員 今これ、枠取りでやってますやんか。万一、ほんまにまた県から買わなあかんというふう

になったときに、いやいや、あんたとこもう190万トンで言うてますやんかと。そやから出

せませんよという、さすがにそこまでにならへんかもしれんけど、単価を上げまっせとかね。

そやから、その辺まで詰められているのか。要は企業団と話合いをどこまでされているか。

今回は分かりました。枠取りでやっぱり県のほうもしんどいし、こんだけ見込むのにやっと
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くということは分かるんですけど、万一、それのときに、今までどおりやったら足らんかっ

たらお願いしてということができたんやけど、今回違うじゃないですか。そやけど、万が一、

昨年度、200万トンいってると。あと10万トン足らへんねんとか、20万トン足らへんねんと

かなってくる可能性もあるんで、その辺はどういう話合いになってるのかというところはあ

りますか。

藤井本委員長 奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。

190万トンで足りないから、プラス何ぼかいただけませんかという協議自身が、まだまだ

そこのレベルまでいっていないというとこやと思います。降雨量次第によってはどうなるか

分からないというとこら辺でしか今のところはお答えできないというところで、例えば110

万以上もらいたいねんというところで単価が上がるのかというところにつきましても、協議

は今のところやってはおりませんけども、そういう話自身は出ていない、県からいただいて

ないというところでございます。ただし、枠として取らせていただいて、給水制限がかかっ

た。７％なりが給水制限がかかって取れなかった分、この部分の水量に係る用水費について

は、その辺は減免していただけるということは聞いておるところでございます。

以上です。

藤井本委員長 西川委員。

西川委員 ７％は給水制限されてんねやから、それはそうなんですけど。僕が気にしてるのは、やっ

それでいくねんから。そのときに、そういう話がどこまで企業団と詰めれるのかというとこ

ろが気になっているわけですわ。そやから、単価いきなり、今回のことでも、万が一、200

万トンとか210万トンとかいったときに出せませんよということじゃなくて、やっぱり急に

単価をほぼ倍ぐらいに上げますよとかね。分からないですよ。そやけど、どういう条件を出

ゃないかなというふうには思いますし、一体化に入らへんというところになったわけですか

ら、でも、一蓮托生でいかなあかんねんから。県水がなしということはないんですからね。

その辺はきっちりと協調性を持ってやっていかんなんのかなというふうに思います。

藤井本委員長 答弁等いいですか。

西川委員 答弁はいいです。

藤井本委員長 ほかにないですか。

というのは単独経営を阿古市長が令和４年12月、選択されて今日に至っているわけですけど、

で皆さん方からあったけど、ほとんど変わらない。昨年度に比べて、節水節水言うてるけど

１％減ったかなというとこら辺なんですけど、ここらをもう少し単独経営でいく中で、阿古

市長ね、厳しくというんですか、実態をもっと市民に知ってもらってやる必要があると思う
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んですけど、そこのところはどうなんでしょう。県が７％で、うちはそういうことをやって

ないという……。

阿古市長。

阿古市長 決して節水のお願いというのは、ほかの自治体と同じようにさせていただいておるところ

おります。節水をお願いしているんですけども、例年のペースで今水が使われているという

状況であるように把握しておるところでございます。

そして昨年の場合は約50％、半分の影響というところです。ですので、水に対する影響とい

うのは、県水100％でいくというところは、県水の影響が100％出てくるということやと認識

というところで、ほかの自治体に関しては、若干なり影響が変わるのかなという認識を持っ

ておるところでございます。

ですので、ただ、今年が渇水の状態になれば去年と同じということなんですけども、50％

の影響があるということは、これから夏場に向けてどのような形で、ほかの自治体に対して

も県水の給水制限をかけるのかというのは多分同じようにかかってきますので、夏場が水量

上がるに従って、その給水制限のパーセンテージが上がってくるという認識を持った中で対

階で半分ということであれば、県水の影響は半分の中の給水の割合であるという認識を持っ

力次第、優位に働くのではないかと考えておるところでございます。

以上でございます。

藤井本委員長 ほかにないですか。

谷原副委員長。

谷原副委員長

水、広域企業団への受水への依存が高くなってきていると。先ほど来あったように、３対７

が５対５になってきているということであります。これは結果として、非常に自己水よりも

高い広域企業団の水になりますから、事業会計のほうの経費として大変負担が増えてくると

いうことになってきます。そうであるなら、市民の方の選択からすれば、やはり水の量を、

けて、事業会計への負担を減らしていく。高い県水道の水をあまりじゃぶじゃぶ使うような

ことをやめて、むしろ、将来の水道料金に跳ね返る可能性もありますので、大きく跳ね返る

可能性があるので、そこは市民の協力を求めてやるという考え方もあるかと思うんですね。

一方では、安定供給ということでずっとこういう形でやっていくということでありますけ

れども、この３年間ぐらい、言ってみれば供給単価が給水原価より低いと、赤字のような状

にどうあるかということについては周知していただいて、また、できたら市のほうも、そう
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いう厳しい制限をかけるべきではないかと私は思うんですけれども、ここら辺の考えを、ど

のタイミングというのもあるかと思うんですけれども、市長、どう考えておられるのかお聞

きしたいんです。先ほど藤井本委員との関連でということにもなるんですが。これが１つで

す。

２つ目は、やはり自己水の水量を確保するということで、今日水道ビジョン、冊子、立派

に出来上がりました。この水道ビジョンの中でも、議論の中でありましたけれども、自己水

源の開発という点で、池のほうは１つ確保していただくというふうな形で非常に努力はして

いただいているんですが、やっぱり渇水に強いのは地下水というふうに言われているわけで

すよね。これまでも井戸水については検討もされ、いろいろやってこられましたけれども、

が続く可能性があると。これも過去の委員会でちゃんと資料を出していただきましたけれど

も、年々降水量が全国的に減っている。奈良県でも減ってきていると。長期的に見てですね。

だから、そういう意味では、水源開発については地下水の利用ということについても、これ

は必要なのではないかと、本腰を入れる必要があるんじゃないかと思うんですけれども、そ

こら辺のお考えをお聞きしたいと思います。

藤井本委員長 ２点。阿古市長。

阿古市長 先ほども申し上げましたように、減圧給水という形に持っていくというのは技術的にかな

り難しいことやと認識しておりますので、本当にそのような状況になったら挑戦はする必要

があるのかなと。遮断弁を完全に閉めなくて部分的に開けるというようなやり方で、そやか

ら、圧力調整が非常に難しいんですよ。ですので、平たん部の自治体がやっているような減

追い込まれるということはかなり厳しい状況やと思うんですけども、今のところは節水をお

願いした中でクリアしたいなと思っておるところなんです。

それと、自己水源につきましては、これからいろんな開発をしていくわけなんですけども、

おっしゃるとおり自己水源率を上げていくということは使命やと思っておりますので、その

部分については努力をしてまいります。気象条件がこの２年ほどが特に雨が少なくなってき

ているという傾向ですのでね。ですので、どの程度のバランスが、これから平年という認識

になるのかによってかなり試算が変わってくるのかなとは思ってるんですけども、どちらに

いたしましても、自己水源というものを、その率を上げていくということは使命であると考

えておりますので、今現在やっておりますこともありますけども、考察している中で更に増

やしていきたいなと考えておるところでございます。

水道水の値段につきましては、今後、議論をしていただくことになると思います。それは、

今回の気象条件がどうのこうのというのではなくて、将来ビジョンの中でどのような水道事

業を描こうとすればどうなっていきますという中で、経営戦略の中で、具体的な値段の議論

は始まっていくというように認識をしております。

以上でございます。

藤井本委員長 いいですか。
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谷原副委員長 はい。

藤井本委員長 ほかにないですか。

増田議長。

増田議長 私、水道事業が始まった頃に生まれたんです。当初は水道がなかったんです。砂でこして

井戸水を飲んでいた時代。水道事業が始まって10年とか20年ぐらいの間は、断水というのが

あったんですよ。全く何時から何時まで水を止めますって。そういう時代も私は経験した中

で、渇水というものが非常に生活に影響するんだなと実感しています。

単独経営を選んだ段階で、私はいち早く、あの当時で何ぼでした、30％ぐらいでしたかな、

70％ぐらいの自己給水率やったかなというふうに記憶しているんですけども、やはり水源の

確保、先ほど副委員長もおっしゃられましたように、いち早く水源の確保を、単独経営する

ということを決めた以上、できる限り単独で水源を確保するということに着手していただく

ということが必要なんかな。

どのぐらいの量というようなお話もございましたけども、いろいろ諸般の事情あるかとは

思いますけれども、190万トンの不足というふうに解釈したときに、少なくとも100万トンぐ

らいの新たな水源が必要やなというのは、単純な発想からいくと私は必要になってくるのか

なと。忍海地区の水源を全て、県水を新たな水源で確保するというようなことは無理なので、

その辺のところを考慮したかって、やっぱり100万トンぐらいの目標で新たな水源を確保す

ると、そういった目標も立てながら、今後単独、できるだけ自己水源率の高い水道事業を目

指していただけたらなと感じたんですけども、その辺の目標値、もう一回確認させていただ

きたいと思います。

藤井本委員長 奥田部長。

奥田上下水道部長 上下水道部の奥田でございます。

具体的に自己水源の新規水源という形の目標値というところにつきましては、例えば井戸

の調査であったりとか、あと、昨年度も報告をさせていただいてたと思うんですけども、岩

谷池とか、その辺あたりの協力いただいた中で取水できるというとこら辺を考えております

ので、そこら辺につきましてはご報告になると思いますけれども、ご報告をさせていただけ

るのかなと思います。

あと、井戸のこと、ご質問が出ていたと思うんですけども、なかなか井戸水につきまして

なか深井戸が出にくいというか、浅井戸は出るんでしょうけども深井戸となってきたときに、

一番安定してそれなりの量の出る深井戸のそういう水量を確保したいというところがあるん

ですけども、その水量につきましても水質的に金気が多いであるとか、なかなか浄水処理が

難しい、安定しないというところがあって、それをするに当たっては浄水施設自身をそれに

特化したような施設を追加しやなあかんというところも出てきますので、そういう施設の費

用対効果も踏まえた中で、いろいろと検討はさせていただきたいとは考えております。

以上です。

藤井本委員長 増田議長。
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増田議長 できる限り、この経験を基に、自己水源の確保というのは私は一番真っ先に取り組んでい

ただきたいことかな。単独経営をするとなれば、そういうことが必要になってくるのかなと

いうふうに感じましたんで、お願いしときます。市民の方にあんまり認識されてないかもわ

かりませんけども、市民の方が供給しておられる単価よりも県から買う水のほうが高いんだ

よって、この辺のところも、私、市民の方に知らせるべきかべきでないかはご判断をいただ

いたら結構かと思います。現実、逆転してるというのもやっぱりご認識をいただく必要があ

るのかなというふうに思いますので、その辺のところもよろしくお願い申し上げておきます。

藤井本委員長 ほかないですね。

（「なし」の声あり）

藤井本委員長 それでは、本日、調査案件は以上でございます。

ここで、委員外議員からの発言の申出があれば許可いたしたいと思いますが、どなたかご

ざいませんか。ないですか。

（「なし」の声あり）

藤井本委員長 ないようですので、委員外議員の発言を終結をいたします。

力的、熱心にご審議いただきましたことに感謝申し上げます。ご苦労さまでした。

閉 会 午後３時０８分

委員会条例第28条の規定によりここに署名する。

藤井本 浩


